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The ecological investigations on a fiddler crab (Uca lectea) have been made in the 
vicinity of Aitsu Marine Biological Station, from the autumn of 1965 . Of the 
results, several were reported orally at the annual meeting� of Japanese Ecological 
Society (1968, 1969) and other meetings. And the outline of these results was 
introduced in this paper. The detai I of results will be reported as a separate publi• 
cation in near future. 

The items in this paper are as follows: 1)  The structure of the nest burrow. 
2) The habitat. 3) The factors which control the activity of the crab.
4) Th e seasonal variat!on in the activity of the crab. 5 )  The population ecological 
observation at the permanent quadrats: 365 quadrats (1 X 1 m) were settled and the 

number of active individuals was counted. The highest counted number was about 

2, 2 O O in adult and about 9,500 in immature. From the increase and decrease in 
number of the counted crabs, the span of life and mortality were discussed. A large 
yearly difference in number of the newly metamorphosed immature crabs was observed. 
6)  The quantitative examination to the food uptake of the crab was tried, by calculating 
the number of sand pellets (a residual product of feeding). From the yearlong obser
vation on the activity of the cr�b, the total number of sand pellets made by a crab in 
one year was estimated. 7) A peculiar structure called ：：： Shelter"was investigated. 

A clear tidal rhythm was found in the shelter building. 

ハクセンシオマネキ(Uca lactea) は原色日本海岸動物図鑑（内海富士夫、1956)によれば、分布は伊
勢湾以南、小笠原、南朝鮮、台湾、中国沿岸、マレ ー 群島、印度、東アフリカと記されている。 シオマネ

キ類(Uca属）は世界中で62種(CRANE, 1966)いるが、概して熱帯、亜熱帯に多く分布し、ハクセンシ

オマネキにおいても日本や南朝鮮は分布の北限にあたることになる。九州ではところどころの内湾や河口
城の干潟に棲息している。 最近、各地で干潟の埋立が進められつつあり、その結果、棲息地が次第に狭め
られつつある。 又、環境水が各種庭水にて汚染されはじめ、埋立てられていないところでも棲息に不適と
なる場所が次第に多くなりつつある 。 こうしたことのため、棲息数は全体として年々減少しつつある。

合津臨海実験所は天草東岸の天草松島と称される小島群の中にある。附近には大きな工場はなく、埋立
てもさして広範囲には行なわれていないので、 まだ、かなりの数のハクセンシオマネキがここで見出され

＊ 熊本大学合津臨海実験所(Aitsu Marine Biological Station, Kumamoto University) 
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Fig. 1. lnterrelations�ip between the distribu・
tion of five ocypoid species and the tidal 
level or t he quality of substratum, in the 
vicinity of Aitsu Marine Biological Station 

る。天草松島を構成する島は大小約30である。附
近の海は干満の潮位差がかなり大きく、5m近く
に達することがある。干潮時には島々の周辺には

かなり広く干潟が出現する。干潟にはスナガニ科

のカニが5種棲息している。ヤマトオサガニ （ 

Macrophthalmus japonicus) 、チゴガニ(llyopl心

pusill�s) 、ハ クセンシオマネキ(Uca lactea) 、
コメッキガニ (Scopimera globosa) 、スナガニ
(Ocypoda stimpsoni) である。これらのカニは

いずれも干潟に巣孔を堀り、潮がみちている時や
干潟が露出していても活動に適していない場合は

その中にはいっている。潮がひいて干潟が露出し、
かつ粂件が適している時に巣孔から姿を現わし、
巣孔の附近で摂食その他の活動を行なう。食物は

これら5種共に干潟の表面の砂や泥に含まれてい
る微細な有機物であり、 ハサミ脚を用いてそれら

をはさむようにしてすくいとり、口器へ運んでそ
こで有機物を含む、粒子の細かいような部分を選
別してそれらを食べている。ハサミ脚は外見上、
種によつてかなり形態は異るが、いずれも砂泥を
口器へ運ぷのに適するようになっている。これら
5種のスナガニ類は重複していることもあるが、
だいたいにおいてそれぞれ干潟の異った部分を占

めている。
ONO (1965)は福岡市の多々良川の河口城にお

いてスナガニ類の棲み分けを観察しているが、天

草松島においてもほぼ同様な結果が得られる。ャ

マトオサガニは最低潮部を占めている。干潟の底

質は高潮線よりでは粒度が大になり、小石混りの

粗砂が見られるところが多い。低潮線よりでは粒

度が小さくなってジメジメした泥になる。ヤマト

オサガニはそのような場所に好んで棲、息、している。

これに対してスナガニは高潮線近くで、小石を含

まないきれいな砂地に限って見出される。天草松
烏ではスナガニは個体数が極めて少ない。これは
棲息に適した場所がほとんどないためである。チ

Fig. 2. Map shwing the habitats of uca lactea ゴガニも比較的少数である。コメッキガニ、ハ ク
near Aitsu Marine Biological Station 
The largest habitat exceeds 3,000面and about 30,000 センシオマネキ、ヤマトオサガニは割合多い。コ

indi\·iduals have I ived there. メッキガニは高潮線にやや近く、あまり泥の混ら
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ない砂地を好んでいる。ハ クセンシオマネキは泥を若干含む砂地で、高潮線にやや近く、 干潮時に干潟が
露出した後、水はけがよく、ジメジメせず、底質がやや固いところに棲息している。．干潟には若干の起伏
が見られるが、 ハ クセンシオマネキは通常、周辺よりやや高くなった部分に見出される。天草松島におけ
るハ クセンシオマネキの棲息地は大小十数ケ所ある。広いところには 3 万個体以上、狭いところでは 500

個体程度が見出される。干潟の状態により、 ハ クセンシオマネキだけが単独の集団をなしていることもあ
るし、 ヤマトオサガニ、 チゴガニ、 コ メッキガニ等と一部で重複して棲息していることもあるがそのよう
な場所はさして広くはない。

ハ クセンシオマネキは大型の個体であっても、 甲幅は19mm程度の大きさである。シオマネキ類は他のス

ナガニ類と異って、雄の2本あるハサミ脚のうちのどちらか一方が特に異常に大きく発達している。ハ ク
センシオマネキでも 同様で、1本の大きさが増すにつれてますます巨大化し、十分に生長した個体ではその

乾燥重凪が全体の50％か、わずかであるがそれを少し上まわる程度になることすらある。湿重filでは30~

40％を占める。ハサミ脚は左か右のどちらか一方が巨大化しているのであり、どちらが大きいかは個体に
よってまちまちである。その比はほぼ1 ; 1となっている。雌のハサミ脚は2本共小さい。そのため巨大
ハサミ脚の有無によって極めて容易に雌雄を区別することができる。巨大ハサミ脚の存在を除くと、雄と

雌とで他に目立った形態上の差はない。巨大ハサミ脚を失った雄は注意しないと雌と間違いやすい。雄は

雌よりも色彩が若干鮮かであることが多いがその差は特に目立つほどではない。巨大ハサミ脚は砂泥をす

くいとって口器へ運ぶのには適していない。食物摂食にはもう1本の小さな方のハサミ脚が使用される。

雌は2本のハサミ脚を共に摂食に用いる。

箪者は1965年秋に合津臨海実験所に着任したが、実験所附近のスナガニ類に典味を持った。とりわけハ

クセンシオマネキは形態的に特色があり、行動も活澄である上、 高潮線にやや近く分布して調査しやすい

ので、このカニを研究材料としてその生態についていろいろな見地から研究をすることになった。研究は

1965年来行っているが、1966年は事情により、ほとんど調査はできなかった。1967年からは今日迄連続し

て研究を行っている。その成果については動物学会・生態学会・植物学会合同九州支部大会 (1966、1968、

1969) 、 生態学会全国大会 (1968、1969) 生態学会九州地区談話会 (1969) において発表している。それ
らの内容をここに再録する。 したがっ ・（、ここに記述する研究成果は1968年迄のデー タにもとついており、

それ以後の研究については特にふれていない。それらは次号にて紹介することとなろう。

巣 孔

ハクセンシオマネキの巣孔は極めて単純なものである。入口は1ケ所であり、 分岐はしていない。深さ

は底質の湿り具合や、 その地点の潮位との関係、底質等と関係しているが、天草松品においては浅いもの

では 6 ~ 7cm、 深いもので23~25cm程度である。入口は上方から見た場合、きれいな円形をなしており、

干潟の表面に対してほぼ直角に開いている。入口附近では孔の径は最も小さい。深くなるにつれてやや太

くなり、やがて側方へ曲がる。この曲った部分は断面が長円形をなし、上下よりも左右がやや広い。ハ ク

センシオマネキは巣孔にはいっている時には主としてこの部分にいるのであろう。人間やその他の動物が

近ずいたり、 附近で何か物体が動いたりすると、ハク七ンシオマネキは索早く巣孔の中に走り込む。一旦

走りこむと用心深く、 なかなか姿を現わさない。

種類によっては巣孔はかなり深くなるようで、Uca pugilator では16-75cm (PEARSE, 1912) であり、

A L TEVOGT (1955) はインドの 2 種のUcaについて調査し、30-SOcmの深さがあるが、中には95cmに達す





2 観 察 地 点 の 選 定
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合津臨海実験所のすぐ傍らの干潟にハクセンシオマネキが棲息しているのでここをA観察地と定めた。

ここでは小さな集団となって棲息し、 その集団が少し離れて点在している (Fig.5) 。 この地点は観察を

Fig. 5. Station A 
The white sticks were stood severally near the nest where Uca lactea was found. The level of tide was 

M.T.L. 

行うのに便利であるが棲息数がやや少なく、 地形も不均ーであるので他にも観察地を設けることにした。

実験所にかなり近く、 約1万面の干潟がある。この一角にハクセンシオマネキが集団をなして棲息して

いる。幸い、 ここは人が訪れることがほとんどない奥まったところである。ここをB観察地と定めた。棲

息地の周辺に簡単な柵を設けたが、 そのこともあって人間によって荒らされることは稀で全く無視できる

程度である。ペ イントをぬったクイをゴバン目状に打込んで永久quadrat を設醤した。クイの間隔は 1967

年では2m、 1968年以降はlmである。quadrat は 365個である。ここも全く均ーではなく、 底質も高潮

よりでは小石混じりの砂であり、 低潮によったところではチゴガニやヤマトオサガニも棲息していて泥っ

ぽくなっている。ハクセンシオマネキの密度は中央部でもっとも大きい。ここの干潟にいる個体の約70%

がこの定置 quadrat 内に集中している。ハクセンシオマネキは若干の移動をするので、 定蓋quadrat から

外へ移動する個体もあり、 又、 はいってくる個体もある。しかし、 全体としてそのバランスはとれている。
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ロ
Fig. 6. Map of station B 

Most of the observations were carried out at the permanent 
quadrats of this station. And in this place, the greater part 

of Uca lactea was found at the permanent quadrats. 

又、 ここでは岩礁や海によって他の干

潟と完全に隔離されているので、 他の

千潟から移住してくるとか、 そこへ移

っていく可能性は考えられない。

A観察地において主に食物摂取、 巣

孔の構造、 潮周期性などの調査を行っ

た（この調査地は1969 年春の実験所船

着場工事のため、棲息不適になり、現在

では観察は行っていない）。 B観察地

では活動個体数を調査して活動状態や

個体数の変動を追い、 他に稚ガニの定

着やshelterの形成、 交尾等を研究し

た。 又、 1969年からこの 2 地点以外で

も調査を行なうようになったが、 その

成果については今回は特に触れぬこと

にする。

Fig. 7. Photograph of station B 
At the left, the permanent quadrats surrounded by a fence are seen 
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た時は巣孔の中にはいっているし、 チドリによる補食は考えられない。小さなハゼ類が海浜にいるし 、 テ
ナガダコもやや沖合にごく少数いる。しかし 、 そうした動物がハクセンシオマネキを捕食するかどう

・

か問
題である。

巨大ハサミ脚を用いて互いに争うことがある。それ故、 そのハサミ脚によって殺されることも考えられ

る。確かに巨大ハサミ脚の挟む力は強大であり、 相手に致命的な傷を与えることは可能である。しかし 、

CRANE (1967) は争いは一種の儀式になっていて、 互いに致命的な結果をもたらさず、 又、 時間も短かい

ものであることを述べている。ハクセンシオマネキにおいても、 2匹の雄が巨大ハサミ脚を か み合 せて

争うことはあるが、 その頻度はかなり低い。一方がはね飛ばされたり、
ハサミ脚がとれたりする場合もあ

るが、 実際に自然状態でハサミ脚を失った個体を見ることは少ない。そのような個体はせいぜい1~2%

かそれ以下であるし 、 巨大ハサミ脚を失ってもその個体の生命には危険はない。

何等かの原因で食物が十分に摂取できず、 そのために飢えてしまうのではないかということも考えるこ

とはできる。雨が長い間統いたりしたらそういうことになる可 能性も考えられるが、 実際にはそうしたこ

とはない。ハクセンシオマネキは夏季でも1~4ヶ月は絶食にたえるのである。

おそらく、 死亡の主な原因は内因的なものであろう。脱皮がうまくいかないとか、 生理的なパランスが

乱れるとかいったことで死亡するのではあるまいか。ただ、 これはまだ単なる推定である。

冬季は食物をとらずに長い間巣孔の中にいるが、 代謝も低下しているし、 飢えることはない。死亡率も

この間に特に高いとは思えない。1967年の10月と1968年の 5 月の最大活動個体を比較すると 、 その間に見

るぺき差はない。しかし、 他の棲息場所ではかなり多数の個体が冬の間に姿を消していることを観察した。

当初 3OOOO体程度が見られたのに翌年春には 100足らずしか出現しなかったところがあった。これは棲息

地の環境が何等かの好ましくない状態となりその結果、 死亡率が高まったものと考えられるが具体的にど

のようなことが影響したのか不明である。

Fig. 10に示すデータから、 大体どのくらいの割で死亡していくかわかるが、 死亡率等は稚ガニのデー

タと合わせて、 データもさらに充実させて発表する予定であり、 ここではこれ以上はふれない。

7 稚 ガ ニ の 定 着

1967年はじめにはAおよびB観察地に棲息して

いたのはほとんどが成熟個体であった。ごく少数

の小さな個体が見られたのみである。秋になっ

てここに多数の稚ガニが出現した。はじめて稚ガ

二が見つかったのは9月上旬である。その大きさ

であるが最小のものでは甲幅は1. 45mmであった。

体色は褐色であり、 干潟の砂泥の色ににていた。

見出された場所は成熟個体の棲息地内か、 その附

近であった。B観察地では大部分が定置quadrat

内で見つかっている。棲息地をやや離れた場所で

はほとんど見出せなかった。成熟個体に比較すれ

ば分布はやや低潮線に寄っている。 又 、 高潮線に

近い、 底質の粒度が大きい場所には見出せなかっ

Fig. 11. Adult and immature crabs 
This photograph was taken after 9 months of the 
first appearance of immature crabs. The carapace 
width of immature crabs was about 4.5mm. た。
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Fig. 14 . Sand pellets of Uca lactea and marking for each 

individual 

The sand pellets (a residual product of feeding) were radially 

distributed from the nest, and the range of feeding was usually 

within 40 cm. Rarely, the crab went away more than 70 cm 

from the nest. To record the activity of the crab. a stick 

written the marking number of each individual was stood at the 

entrance of each nest. 

悪化などによる活動不良などは別に補正すればよいであろう。

同様な条件の場所にいる個体を選

ぶ必要がある。

1日あたり、 どの程度の駄の食

物を摂取しているかということは

重要な問題である。 しかし、 実際

に体内にとりこまれる食物の試を

調査することは困難である。砂団

子ならば、 数えることができるの

で、 その駄を知ることは容易であ

る。食物となるのはハサミ脚です

くいとった砂泥のごく一部に過ぎ

ないから、 砂団子の足は、 食物を

とるために必要であった砂泥の最

を示していると考えられる。又 、

砂囲子の数の多少は摂食の多少を

示すことになるので、 その数から

摂食の動態を知ることができる。

それでは、 1日あたり 、 平均し

て何個の砂団子を作っているであ

ろうか。潮の状態や、 天候その他

の要因は日によって異っているか

ら、 砂団子の数は日によって違っ

ている。そのため、 1~2 日の調

査でははっきりした値は得られな

い。平均した値を知るためには、

条件のいい日、 悪い日を共に調査

して、 それらを総合して求める必

要がある。潮汐は約14.8日を周期

として変動するから、 14.8日を単

位とし、 その期間における砂団子

総数を求めて、 それから1日あた

りの平均値を求めれば潮汐による

変動を除くことができる。天候の

調査は1967年秋に行った。 A 観察地において10個体を選び、 それからが 1 日の摂食活動を終えて巣孔に

はいるのを待ち 、 それぞれの砂団子数を 9 月下旬～ 10月にかけて調森した。 Fig. 15 にはこのうちの 7 個

体についての結果が示してある。砂団子数は日によって相当に絆なるが個体差もあることがわかる。最高

値は1. 460であった。全く作らない日もあるので、 1 日あたりの平均はかなり少くなる。 9 月21~10 月 11

日のうちから連統 15日間を追らんで 、 平均してみると最高は525/day であり、 最低は 179/day である。平



1967 Sep. Oct. 
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27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

A 9 

B 8 

C 8 

D 8 

E 8

F. 8

G� 

Fig. 15. Number of sand pellets 
The number of sand pellets was counted on each crab, after th 

• 1. 1 _

e closing of nes t. There were large daily 

diff ifferences in number of the pellets. The I argest recordヽvas 1,430. 

均は379/dayであるが、 こ のうちの最低個体は異常に活動が良くないので、 こ れを除くと平均412/dayと

なる。活動した日だけについて計算すると平均657/ dayになる。

個体によってかなり活動日数に差がある。外的条件は摂食に十分に適していると考えられるのに、ある

個体は活動し、ある個体は活動しない。 こ れは、カニの活動が外的要因によって単純に支配されるような

ものではない こ とを示していると考えられる。活動は外的条件といろいろ関係しているとしても、カニの

体内の状態がそれと一致しないと活動には至らないであろう。つまり、 それぞれのカニに個性のようなも

のがあると思われる。

雄と雌とで摂食においてどの程度の差があるか典味がある。雄は1本のハサミ脚を用いるのに対し、雌

は2本のハサミ脚を共に摂食に用いる。又、雄は巨大ハサミ脚を活澄に運動させるのに対し、雌は産卵に

エネルギー を用いる。雌と雄とで必要なエネルギーに差があるとすれば摂食にも差があり、それは砂団子

数の差となろう。Fig. 15では雌の砂団子は雄に比較して、必ずしも多くはない。 2匹の雌のうちの1匹
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上旬迄の4ヶ月間は多少の活動はあるとしても一部の個体がわずかの日数活動するだけであるからこの問
は摂食しないと仮定しても大して誤差は生じない。残り8ヶ月のうち何日間摂食しているかであるが、6

....... 7月の梅雨、夏季の活動の低下を考えると、活動した日数はそれほど多くないであろう。活動個体数の
調査回数の多い1967年4、 5 月と68年 6 、 7 、 8 月について大体の活動日数の割合を算出してみた。その
結果、それぞれ、 4 月 (39%) 、 5 月 (56%) 、 6 月 (46%) 、 7 月 (37%) 、 8 月 (60%) となった。
8月は活動個体数が少ないのに各個体の活動日数の割合が多いのは活動可能な日が多いためて＊ある。この
数値をあてはめると 8 月は平均して各個体が18.6日、 7 月は11.5日活動したことになる。なお、これらの
％値は活動個体数の多い日に調査が少

・

し偏っている可能性があるので実際よりも少し高い値かも知れない。

これらの数値に 9 ~10月の調査結果から得た44％と いう値を加えて平均すると47％という数字が得ら
れる。

活動期間の約 8 ヶ月を 250日と仮定し、平均してその47％の日数だけ活動するとすれば、 118日間活動

することになる。47％という数は実際より少し大きい可能性があるのでその値を上限値とし、下限は 7 %

へらして40％と仮定すれば 100日活動することとなる。したがって、 1 年のうちで活動し、摂食をするの

は 118~ 100日くらいということになる。
1 日活動すれば何個の砂団子を作るかわかると、 1 年間の砂団子の数がわかることになる。 9 月21~10

月11日のデー タより計算すれば、 1 日摂食すれば平均して 657個の砂団子を作ることとなる。したがって、

この数値をあてはめると、仮に 1 年に 118日～ 100日活動するとすれば、 1 年に77, 500--65, 700f固の砂団
子を作ることになろう。

ONO (1965) はスナガニ類の摂食についてさまざまな調査を行っている。彼によれば、ハクセンシオマ
ネキの 1 日あたりの砂団子の数 を 300とすれば、1 日に1. 227mgのN をとりこむことになる。この数値をそ

のまま天草松烏の個体にあてはめると、 1 年間で 317- 269mgの N がとりこまれることとなる。彼の 300

という砂団子の数は、活動期間中の平均値と考えられる。前述のように11~ 3 月の間の 4 ヶ月を除いた約

250日間が活動日で、この間に77.500-65. 700作るとすれば、 1 日平均 310~ 263個となり、箪者の値と

ONOの値と極めてよく一致する。

1 年に多く見積っても． 118日しか活動せず、冬季には 4 ヶ月もほとんど摂食しないで過ごすのであると
すれば、エネルギーの消黄の方はどのようになっているか問題になる。Uca 類の酸索消要についてVERNBERG

が精力的に研究をしているが、 7 種のUcaについていろいろな温度において酸索消費殿を測定した1959年

の論文には興味ある結果が報告されている。7種のうち、分布的にハクセンシオマネキに近い3種の酸索

消費凪をTable 3 に示す。これら 3 種の消費fil:は温度が低下するにつれ、少くなっているがU. pugilalor

とU. min匹では12℃と 7 ℃とで大きな差がある。特にU. pugilator ではその差が著しい。u．加郡匹に

おいては、17℃と12℃との間で大きな差がみられているo'残る 4 種はここに数字は示さないが、それらは

熱帯、亜熱帯に分布している種類で、温度が低くなると急に消費批がへる傾向がある。特にU.leptodac ・

tylaでは12℃と15℃の間の Q 10 は15.9にもなる。もっとも変化の少ないU.mord�x でも28-36℃でQ10 が

2. 03であったのが12℃-15℃では3. 73である。・合計 7 種のuca において大体において温度が低くなるにつ

れ酸索消費凪がより大きく減少する傾向があり、ある温度以下になると急に減ることが示されている。
このように、ある温度より低くなると急に消質批が減少するということはハクセンシオマネキにおいて

もおこっているのでもあるまいか。酸索消費凪が少なくなれば、それだけ活動も低下するわけである。前

述のように、13℃以下では干潟上での活動は見られなくなるが、13℃以下では全般的に代謝が低下して、

酸素消費凪も大きく減少し、活動性が弱まって、その結果千潟上に出て来れなくなることが考えられる。
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中へ時々はいると云われているが 、 はいる回数は少なく 、 はいっている時間は最高 2 分30秒であった。

砂団子の数は個体によって異なるし 、 同一個体であっても日によって異なるが、 この違いはどういうふ

うにして生じるのかが、 問題である。 Fig.17 に 4 個体が干潟が露出してから孔を開いて出て釆て 、 砂団

子をどのように作ったかを示す。 A 、 B2 個体は干潟が露出してから 1 時間以内に開孔し、 摂食を開始し

たのに対し、 C 、 D の 2 個体は開口するのがかなりおくれている。 その結果 、 それだけ活動可能な時間が

少なくなっている。 A 、 B2 個ははじめの間の砂団子作りのスピードはやや速いが、 あとになると少し落

ちてくる。 C 、 D ははじめはややおそく、 あとで少し速くなっている。 このような違いがどうしておこる

のか不明であるが、砂団子の数には摂食時間の長さがどれだけあるかということと、 摂食のスピー ドの両

方が関係しているのであろう。 又 、 摂食を早目に打切ってしまう個体もあり、 同一場所にいるのに、 他の

個体よりも2~3時間も早く中止して孔の中にはいり、 入口を閉ざしてしまう。 こうしたことから考える

と、 摂食のしかたにおいてもかなり個体差があるように思われる。

9 Shelter の 形 成

中米に分布するUca のうち、 CRANE (1941) は 3 種において巣孔の入口に砂泥を円錘形につみ上げる習

性があることを観察した。 この構造物はshelter と名づけられている。 CRANE より早く、 MATTHEWS(1930)

Fig. 18. Shelter of Uca lactea 
A peculiar h o od of sand called'Shelter· was seen in summer (June to August). This structure was 
built only by the adult male crabs and there was no exception. Each male stood at his shelter and 

11-aved his large cheliped. Usually, the feeding activity of shelter builder was so weak that few sand 
pellets were found around the builder. 
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はプラジルのUca の一種において見られることを記載している。ハクセンシオマネキにおいても、shelter

は形成される。中南米と地理的に離れていることと、現象的にも奇妙な事柄でもあるので、その調査を行

った。

Shelter は 1 年のうちのある時間においてのみ形成される。大体 、 6 月 10日～ 8 月 25 日くらいの間で観

察される。これを作るのは成熟した雄に限られ、未成熟個体や雌は作らない。CRANE もそのことを報告し

ている。写真に示すように、巣孔の入口のすぐ上に作られ、入口を庇のようにおおっている。高さは26~

30mm程度で、砂泥で作られるが、その砂泥は巣孔の周辺から歩脚を用いてかき集めたものである(Fig.18)。

Fig. 19. Shelter building male 
The male ca rried the sand and press ed it with his 
body to form the shelter. In this figure, the 
she! ter i s near I y comp I et ed. 

Fig . 20. Completed shelter and male waving the 
I arge chel i ped 
Alter the completion of the shelter, the bu ilder 
usually stood near by the shelter and spent most of 
the times to wave his large cheliped 

砂泥を歩脚でだきかかえるようにして巣孔のと

ころへ運んで来ると、体を巣孔の中へ入れ、 歩脚

と体を使っておし固めるようにして形づくる。こ

の際巨大ハサミ脚は全く用いられない。CRANE は

砂泥は巨大ハサミ脚がある側の歩脚によって常に

運ばれるとしているが、ハ クセンシオマネキでは

特にそのようなことはなく、どちら側の歩脚も用

いられる。約 10回運べば一応の形はでき上る。円

錐の項上部あたりを作る時は雄はさかさになって

いる (Fig. 19) 。

干潟が露出してから 1~ 2.5時間の間に主とし

て作られる。作るのに 0.5~ 1 時間かかる。作っ

ている正味の時間は 10分にもならないが、 砂泥を

1回運ぶとしばらくしないと次の運搬にかからな

いためである。運搬の合間に巨大ハサミ脚をふり

上げて隣の個体に誇示したり、それを掃除したり

する。

Shelter が完成すると 、 雄はその前のところに

いて、waving を活澄に行なう。waving は夏季

において主に見られる動作であるが、 shelter 形

成個体において特に活澄である (Fig.20) 。その

ため 、 摂食もひどく悪くなり、一部の個体は砂団

子をほとんど作らないし、作っても少数である。

MATTHEWS は shelter は強い太陽光線を防いで、

入口が乾いて砂がくずれることを防ぎ、孔の内部

を涼しく湿らせておくためのものであろうと考え

た。 CRANE はこの考えを批判している。これを

作るのは求愛している雄に限られ、より小さな雌

や稚ガニは巣孔が浅いのであるから、 それならば

作りそうなのに作らず、 暑すぎる場合は巣孔には

いって入口を閉ざすのみであるとしている。箪者

もMA·「I―HEWS の考えには賛成できないが、 どうい
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